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　この山を二つ越せば波多方という所がある。そこ
には井上寺という古いお寺がある。あたかも大友時
代の昔、この寺に年の頃 20 才前後のうら若い尼僧
がいた。不思議なことにはその尼僧は何処から来た
のか、どういう身分の人か全く見当がつかず、自分
もまたそんなことは少しも語らなかった。そして毎
朝毎夕それはそれはきれいな声で御題目を唱えてい
た。ちょうどその尼僧が 22、23 才の頃、にわかに
大友軍が数万騎押し寄せて、今に戦が起こりそうな
噂が流れ、この地方の人々は大いに驚き、上へ下へ
のさわぎであった。ことに尼僧の驚きは一通りでな
かった。ふだん一番大切にしている大つづらが５、
６個あった。そして中は全部黄金であった。それで
その尼僧は近所の丈夫な若者を雇ってきて、夜丑満
時の頃、森の中の小道を東へ東へと行き、約半里ぐ
らいな所に夜毎に数丈の穴を５つ６つも掘って、そ
の若者へ大つづらの小判を小つづらへ分けることを
手伝わせた。

　若者たちはこれを見てびっくりした。14 個の小
つづらを分けて、尼僧は馬を引き、若者が担いで、
この数丈の穴の中へ７回も往復して、黄金を埋めて
その目標として、沢山の大石小石をつんでいくつか
の石塚を造ったのである。そしてこのことを若者が
もし他人にいったら、それこそ７代後まで祈り殺す
といって沢山のお金を渡して戒めたのである。年は
早くすぎて、尼僧はもう年をとり、若者も老爺となっ
た。老爺はやっと人に洩らしたらしく、ずっと後村
の人がこの石塚を少し掘ったが、この伝説をおそれ
て帰って熱が出て、病気が重くなってまもなく死ん
でしまった。
　このことがあってから人々はいよいよ恐れて、今
まで手を出す者がないそうだ。尼僧の詠んだものと
して伝えられるのに「朝日照る夕日輝く松尾山、金
の光ぞむらさきの花」という歌がある。

 （大田振興課の資料より引用）

～尼僧の埋めた黄金～（大田地区）

郷土の伝説

お寺のあったとされる場所は、現在竹やぶになっている。
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平成23年

第4回定例会概要

　
平
成
23
年
第
４
回
定
例
会
（
12
月
議
会
）
が
12
月
２
日
に
開
会
さ
れ
、
12
月
16

日
ま
で
の
15
日
間
の
会
期
で
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
12
月
議
会
で
は
、
24
議
案
（
諮
問
・
議
員
提
出
議
案
を
含
む
）
が
審
議
さ
れ
、

左
記
の
と
お
り
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
請
願
陳
情
４
件
に
つ
い
て
も
左
記
の
と
お
り
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

（
詳
細
に
つ
い
て
は
３
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）

定例会日程

12 月 1 日（金）

本会議（開会）

12 月 5 日（月）

本会議（一般質問）

12 月 6 日（火）

本会議（一般質問）

12 月 8 日（木）

産業建設常任委員会

12 月 12 日（月）

厚生文教常任委員会

12 月 13 日（火）

総務常任委員会

12 月 16 日（金）

本会議（閉会）

議案審議結果　※案件名は一部省略しています。

番号 案　　件　　名 採決結果

［議案］
１０７ 平成２３年度杵築市一般会計補正予算（第７号） 可決

１０８ 平成２３年度杵築市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可決

１０９ 平成２３年度杵築市介護保険特別会計補正予算（第２号） 可決

１１０ 平成２３年度杵築市地域包括支援センター事業特別会計補正予算
（第１号）

可決

１１１ 平成２３年度杵築市ケーブルテレビ事業特別会計補正予算（第３号） 可決

１１２ 平成２３年度杵築市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 可決

１１３ 平成２３年度杵築市水道事業会計補正予算（第２号） 可決

１１４ 平成２３年度杵築市立山香病院事業会計補正予算（第２号） 可決

１１５ 杵築市行政組織条例の一部改正について 可決

１１６ 杵築市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する
条例の一部改正について

可決

１１７ 杵築市特別職の職員及び杵築市教育委員会教育長の給与月額の臨
時特例措置に関する条例の一部改正について

可決

１１８ 杵築市職員の給与に関する条例等の一部改正について 可決

１１９ 杵築市手数料条例の一部改正について 可決

１２０ 杵築市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正について 可決

１２１ 杵築市消防団条例の一部改正について 可決

１２２ 杵築市消防団員等公務災害補償条例の一部改正について 可決

１２３ 杵築市公民館条例の一部改正について 可決

１２４ 杵築市上地区交流拠点施設条例の制定について 可決

１２５ 杵築市体験型農村交流拠点施設条例の制定について 可決

１２６ 土地改良事業の施行について 可決

１２７ 土地改良事業の施行について 可決

１２８ 杵築市税条例の一部改正について 可決

［諮問］
２ 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 同意

［議員提出議案］
１１ 郵政改革法案の早期成立を求める意見書 可決

［請願陳情（新規分）］
１１「国民の権利を支える行政サービスの拡充を求める意見書」の提出

を求める請願書
継続審査

１２ 北部中学校跡地の活用について 継続審査

［請願陳情（継続分）］
８ 市道池の頭線から分岐する道路の市道編入について 採択

９ 馬場尾今村地区の市道編入方について 採択

市議会議員２名の辞職に伴い、下記の議会へ派遣する議員の変更を行いました。

［別杵速見広域市町村圏事務組合議会議員の選挙］
河野有二郎議員を新たに上記議会の議員として選出

［大分県後期高齢者広域連合議会議員の選挙］
西原繁朝議員を新たに上記議会の議員として選出
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請願陳情審査結果

北部中学校跡地の活用について

［請願内容］
　北部中学校本校舎解体後の跡地利用とグラウン
ドの活用について、検討委員会で協議し、立石地
区の活性化を図るため、下記の内容について、新
たな事業展開を行うものとしました。
（北部中学校本校舎跡地）
　本用地は、国道 10 号に面し、舗装駐車場を含め
て、約 4,500 ㎡の用地であります。国道 10 号を通
行する車両の休憩所として整備を行いたいと考え
ます。国道 10 号沿いには、中津市から以南大型バ
ス等の休憩所がない状況です。
　本用地に地元生産者による農産物及び杵築地区
の海産物等の直販所を設置したいと考えます。
　また今回移転予定であります立石地区公民館の
調理室を活用し、地元食材をいかした料理等も提
供したいと考えております。ついては簡易直販所
の建築と、公衆トイレの設置、また大型バス等の
乗り入れを可能とするため、北部中学校跡地信号
機前の道路幅を 11 ｍに、北側入り口の道路幅を８
ｍに拡幅、以上のことについて杵築市並びに関係
機関に、事業の執行を要望し、大型バス等の休憩
所として整備したい。
（北部中学校グラウンド）
　本用地は、立石地区に地区及び立石小学校グラ
ウンドがあり、グラウンドとしての活用は必要な
いと考えますので、菜園付き分譲宅地として販売
をお願いしたい。立石地区は少子高齢化が著しく、
定住促進を図る意味でも分譲宅地が必要と考えま
すし、本用地はＪＲ立石駅に徒歩で５分、国道 10
号にも面しており利便性が高いと思われます。
以上の点を要望するものです。

［審議結果］
　付託を受けた委員会での審議において、「市有財
産活用推進委員会で審議する必要があるので継続
審査とした方が良いのでは」との意見があり、委
員会では本請願を継続審査とすることに決し、議
会最終日の本会議においても継続審査とすること
に決しました。

請願陳情第8号
付託先

産業建設常任委員会

市道池の頭線から分岐する道路

の市道編入について

「国民の権利を支える行政サービス
の拡充を求める意見書」の提出を求
める請願書

［請願内容］
　日本国憲法によれば、国も地方自治体も理念的
には、ともに国民・住民の権利の保障と福祉の実
現のために存在するものであり、国民・住民に権
利保障の分野にあたっては、国と地方自治体が相
互に役割分担をして協力しながら事務・事業を遂
行してきました。
　「二重行政の弊害」の名の下に国の事務・事業の
必要性を否定することは、結果的に国民・住民の
多様な公的サービスを享受する権利を失わせるも
のです。
　政府が進める地域主権改革では、①国の義務付
け・枠付けの見直しと基礎自治体への権限委譲②
地方交付金の一括交付金化③国の出先機関の原則
廃止などを柱とする地域主権戦略大綱を６月 22 日
に閣議決定しました。
　日本国憲法に基づく国民・住民の人権保障は、
国・自治体としての現行法律でも十分に行えるも
のであり、貧困の深刻化や格差の拡大、医療や年
金、雇用問題など様々な社会不安が増大していま
す。国民・住民の要求にこたえるためにも、国・
地方の行政体制を拡充することが求められており、
公務員の果たすべき役割は拡大しています。
　現在、国が進めている「地域主権改革」は、地
方支分部局を整理統合することで、単に公務員を
減らし、地方自治体に国の責任を押しつけ、国が
直接責任を持って行うことを放棄するものであり、
憲法違反の恐れや何よりも国民・住民へ行政サー
ビスの責任が果たせません。
（項目）
１．地方に犠牲を強いる「地域主権改革」は行わ
　　ないこと
２．行政サービスの低下を招く国の地方出先機関
　　を統廃合しないこと
　以上のことについて当市議会から国に対して意
見書の提出を要望するものです。

［審議結果］
　付託を受けた委員会での審議において、「請願の
趣旨は理解できるが、地方分権の面からみても今
日ここで賛否をとるのではなく、少し検討した方
が良いのでは」との意見があり、委員会では本請
願を継続審査とすることに決し、議会最終日の本
会議においても継続審査とすることに決しました。

採択

継続

継続

請願陳情第11号
付託先

総務常任委員会
新
規 請願陳情第12号

付託先
総務常任委員会

新
規

請願陳情第9号
付託先

産業建設常任委員会

馬場尾今村地区の市道編入方について
［審議結果］
　付託を受けた委員会で委員会開会前に協議を行
い、前回の委員会で議論された問題点が解決され
たことの報告を受け、審議の結果、委員会では請
願陳情第８号及び第９号の両請願を採択とするこ
とに決し、議会最終日の本会議においても採択と
することに決しました。

採択

継続審査中

継続審査中
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一般質問Ｑ＆Ａ
平成23年第4回市議会定例会では、12月5日～6日までの2

日間にわたり、市政に関する一般質問が行われ、9人の議員
が諸問題について質問しました。

（一般質問した議員が原稿を作成し、基本的にその原稿を尊重して編集しています。）

【一般質問者】

質問順に掲載

12月5日（月）

　1．加来　　喬　議員

　2．渡辺　雄爾　議員

　3．西　　紀子　議員

　4．小春　　稔　議員

　5．阿部　長夫　議員

12月6日（火）　

　6．藤本　治郎　議員

　7．阿部　直瑞　議員

　8．富来　征一　議員

　9．中山田昭徳　議員

　
杵
築
中
学
校
建
て
か
え
問
題
に
つ
い
て

杵
築
中
学
校
用
地
検
討
委
員
会

で
、
市
は
５
階
建
て
の
現
地
建

て
か
え
案
を
提
示
し
た
。
中
学
校
建
設

に
お
い
て
最
優
先
す
べ
き
も
の
は
。

検
討
委
員
会
で
の
現
地
建
て
か

え
意
見
の
方
々
か
ら
の
要
請
に

よ
り
１
階
を
ピ
ロ
テ
ィ
ー
、
い
わ
ゆ
る

校
舎
に
下
駄
を
履
か
せ
た
高
床
式
に
し

て
、
２
階
を
会
議
室
等
、
津
波
の
影
響

が
少
な
い
施
設
、
３
～
５
階
に
教
室
を

配
し
た
５
階
建
て
校
舎
を
比
較
材
料
と

し
て
お
示
し
し
た
。
生
徒
の
人
命
を
預

か
る
当
該
中
学
校
の
校
長
も
、
災
害
は

津
波
だ
け
で
な
く
、
地
震
や
火
災
、
そ

の
他
の
災
害
の
際
に
も
避
難
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
日
常
の
学
校
生
活
に
お
い

て
３
～
５
階
に
教
室
を
配
す
る
の
は
生

徒
の
負
担
が
大
き
過
ぎ
る
と
い
う
意
見

だ
。
杵
築
中
学
の
用
地
問
題
は
、
あ
く

ま
で
も
教
育
施
設
と
し
て
安
全
確
保
も

含
め
て
教
育
環
境
を
整
え
る
こ
と
に
あ

る
。
子
ど
も
た
ち
が
１
日
の
大
半
を
過

ご
す
場
所
で
あ
り
、
津
波
被
害
を
受
け

な
い
安
全
な
場
所
で
あ
る
こ
と
。
杵
築

市
は
海
抜
８
ｍ
以
上
の
高
台
に
避
難
所

設
置
を
と
考
え
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を

確
保
し
、
災
害
が
あ
っ
た
場
合
に
は
３

か
月
以
上
は
避
難
所
で
あ
る
こ
と
が
必

要
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
今
の
学
校
で
生

活
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
に
負
担
を
与

え
ず
工
事
期
間
が
短
縮
で
き
る
場
所
で

あ
る
こ
と
。
ま
た
、
市
内
で
最
大
生
徒

数
の
規
模
の
中
学
校
で
あ
り
な
が
ら
最

少
の
面
積
で
あ
る
の
で
、
も
っ
と
広
い

学
校
生
活
空
間
が
持
て
る
場
所
で
、
学

習
環
境
に
ふ
さ
わ
し
い
閑
静
で
眺
望
絶

佳
な
場
所
と
し
て
大
内
高
台
案
を
協
議

い
た
だ
い
て
い
る
。

教
育
長
は
責
任
を
持
っ
て
こ
の

５
階
建
て
案
を
提
案
す
る
の
か
。

学
校
と
し
て
不
適
切
で
あ
り
、

責
任
を
持
て
な
い
。
教
育
委
員

会
が
責
任
を
持
て
る
案
と
し
て
提
示
し

て
い
る
の
は
、あ
く
ま
で
も
大
内
高
台
案
。

こ
の
問
題
は
、
執
行
部
の
真
摯

な
対
応
と
速
や
か
な
情
報
公

開
、
そ
し
て
民
意
の
集
約
が
重
要
だ
と

考
え
る
。
計
画
内
容
を
明
ら
か
に
し
、

住
民
投
票
か
、
少
な
く
と
も
旧
杵
築
市

民
限
定
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
べ
き

で
は
。

現
在
各
地
区
、
校
区
へ
の
説
明

を
進
め
て
お
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
等
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
考
え

て
い
な
い
。

５
階
建
て
案
は
、
私
も
不
適
切

だ
と
思
う
が
、
現
地
で
建
て
か

え
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
に
対
し
て
真

摯
に
取
り
組
む
べ
き
だ
。
情
報
公
開
を

行
い
、
き
ち
っ
と
議
論
が
で
き
る
情
勢

が
整
っ
た
上
で
、
然
る
べ
き
時
期
に
住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
行
い
、
民
意
を

き
ち
っ
と
把
握
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

問

問問問

答

答答

議
員

加
　

来
　
喬
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フ
ッ
素
洗
口
に
つ
い
て

今
年
２
月
に
大
分
県
歯
科
医
師

会
、
杵
築
速
見
歯
科
医
師
会
主

催
に
よ
る
市
民
講
座
で
公
演
を
聞
き
、

フ
ッ
素
洗
口
の
効
果
は
大
き
く
、
虫
歯
に

な
ら
な
い
強
い
歯
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
児
童
に
早
め

に
取
り
組
む
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

現
段
階
で
は
学
校
に
お
い
て

フ
ッ
素
の
導
入
を
早
急
に
取
り

組
む
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　
公
共
事
業
の
用
地
取
得
に
つ
い
て

新
規
路
線
で
平
成
23
年
度
完
成

予
定
の
路
線
で
用
地
の
取
得
が

で
き
ず
、
補
助
金
の
返
納
と
い
う
事
態

に
陥
っ
て
い
る
と
聞
く
が
、
市
と
し
て

用
地
の
確
保
を
先
行
し
て
事
業
に
か
か

る
の
か
。
建
設
的
事
業
と
並
行
し
て
用

地
取
得
す
る
の
か
。

用
地
の
取
得
は
、
全
体
の
延
長

を
先
行
に
先
行
取
得
す
る
の

か
。
そ
れ
と
も
建
設
的
事
業
、
工
事
等

と
並
行
し
て
買
収
す
る
の
か
に
つ
い
て

は
、
基
本
的
に
全
体
の
事
業
延
長
の
用

地
買
収
が
完
了
す
れ
ば
工
事
を
実
施
す

る
の
が
本
来
の
姿
と
考
え
て
い
る
。
し

か
し
、
新
規
道
路
で
は
比
較
的
工
事
区

間
延
長
が
長
い
場
合
が
多
く
、
土
地
地

権
者
の
人
数
も
多
く
な
り
、
用
地
買
収

が
完
了
し
て
か
ら
で
は
事
業
の
遅
れ
が

懸
念
さ
れ
る
た
め
、
用
地
買
収
が
完
了

し
た
と
こ
ろ
か
ら
工
事
区
間
を
設
定
し

て
、
少
し
で
も
早
く
完
成
す
る
よ
う
に

計
画
的
に
用
地
買
収
と
工
事
を
並
行
し

て
施
工
し
て
い
る
。

　
速
見
第
２
工
業
団
地
に
つ
い
て

久
木
野
尾
ダ
ム
の
残
土
処
理
場

と
し
て
、
平
成
18
年
度
に
着
手

し
、
い
ま
だ
完
成
さ
れ
て
い
な
い
が
、

久
木
野
尾
ダ
ム
も
平
成
24
年
５
月
に
本

体
ダ
ム
が
完
成
予
定
で
あ
り
、
残
土
も

出
つ
く
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
市
と

し
て
今
後
の
事
業
予
定
、
最
終
完
成
年

度
は
い
つ
な
の
か
。

造
成
工
事
に
つ
い
て
は
、
平
成

24
年
５
月
で
あ
る
が
、
ダ
ム

の
本
体
工
事
完
了
の
時
点
で
３
区
画
、

１
・
67
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
残
り
３
区
画
の

暫
定
仕
上
げ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
暫

定
仕
上
げ
の
う
ち
、
中
央
の
上
の
部
分

の
１
区
画
は
、
平
成
24
年
度
に
ダ
ム
の

管
理
道
路
の
掘
削
土
を
搬
入
し
、
２
・

23
ヘ
ク
タ
ー
ル
造
成
予
定
で
あ
る
。
平

成
25
年
５
月
の
段
階
で
は
、
あ
わ
せ
て

４
区
画
３
・
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
造
成
地

と
、
合
わ
せ
て
暫
定
仕
上
げ
０
・
８
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
用
地
が
建
設
で
き
る
見
通

し
に
な
っ
て
い
る
。
最
終
完
成
年
度
に

つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
確
定
で
き
な
い

状
況
で
あ
る
。

　
脳
脊
髄
液
減
少
症
に
つ
い
て

脳
脊
髄
液
減
少
症
は
成
人
だ
け

で
な
く
、
子
ど
も
に
も
そ
の
病

気
が
あ
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
の

病
気
は
見
た
目
に
は
わ
か
ら
な
い
が
、

脳
脊
髄
液
が
体
内
に
漏
れ
出
し
て
慢
性

的
な
頭
痛
、
目
ま
い
、
思
考
力
の
低
下
、

倦
怠
感
な
ど
の
症
状
を
引
き
起
こ
す
。

原
因
と
し
て
交
通
事
故
や
ス
ポ
ー
ツ
、

転
倒
な
ど
に
よ
る
衝
撃
が
要
因
と
な
っ

て
い
る
。
特
に
子
ど
も
の
場
合
、
学
校

内
、
部
活
動
中
、
ス
ポ
ー
ツ
中
と
い
っ

た
学
校
内
で
発
症
し
て
い
る
こ
と
が
あ

る
と
の
こ
と
。
そ
の
事
故
が
き
っ
か
け

で
原
因
不
明
の
様
々
な
症
状
で
苦
し
み

学
校
へ
行
け
な
く
な
っ
た
り
、
日
常
生

活
さ
え
も
危
ぶ
ま
れ
る
状
態
に
な
る
。

地
域
社
会
や
学
校
教
育
現
場
で
病
気
に

対
す
る
正
し
い
知
識
と
理
解
を
広
げ
る

た
め
に
小
中
学
校
に
同
症
啓
発
冊
子
の

配
布
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
で
の
周
知
は
で
き
な
い
か
。

県
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
が
、
市
で
は
今

後
、
国
や
県
の
動
向
を
見
な
が
ら
関
係

資
料
並
び
に
新
た
な
情
報
を
入
手
し
た

時
、
即
刻
対
処
し
た
い
。
啓
発
冊
子
の

配
布
に
つ
い
て
は
今
後
こ
の
よ
う
な
依

頼
が
あ
れ
ば
、
内
容
等
を
検
討
し
た
う

え
で
対
処
し
た
い
。

　
不
育
症
に
つ
い
て

赤
ち
ゃ
ん
が
授
か
っ
た
も
の

の
、
流
産
や
死
産
を
繰
り
返
し
、

妊
娠
し
て
も
お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
が
育
た

な
い
症
例
を
不
育
症
と
い
う
。
治
療
を

受
け
れ
ば
８
割
近
く
が
出
産
可
能
で
あ

る
が
、
治
療
費
が
患
者
に
は
大
き
な
経

済
負
担
と
し
て
伴
う
こ
と
に
な
る
。
少

子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
助
成
は
で
き

な
い
か
。不

育
症
は
不
妊
症
と
同
様
に
、

今
後
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み

育
て
る
た
め
の
子
育
て
支
援
の
政
策
課

題
と
認
識
し
て
い
る
。
県
下
の
専
門
医

療
機
関
の
整
備
状
況
と
県
の
動
向
を
見

な
が
ら
経
済
的
支
援
の
創
設
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
防
災
・
防
火
対
策
に
つ
い
て

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
を
見

る
と
高
齢
者
が
多
く
な
っ
て
い

る
。
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
の
普

及
率
と
対
応
は
。

杵
築
市
の
設
置
率
は
56
％
。
今

後
行
政
、
自
治
会
、
消
防
団
、

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
等
に
参
加
を
呼
び
か

け
、
消
防
組
合
内
に
杵
築
速
見
消
防
組

合
管
内
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
推
進

委
員
会
を
新
設
し
、
火
災
警
報
器
設
置

を
積
極
的
に
推
進
す
る
。
地
震
津
波
等

被
害
防
止
対
策
緊
急
事
業
の
進
捗
状
況

は
、
現
在
備
品
や
発
電
機
等
の
購
入
、

海
抜
表
示
板
の
作
成
、
そ
し
て
設
置
の

入
札
準
備
を
し
て
い
る
。

問問

問

問

問問

答答

答

答

答答

議
員

渡
辺
　

雄
爾

議
員

西
　
紀
　

子

5



　
酪
農
・
畜
産
農
家
に
対
す
る

　
　
　
　
経
営
支
援
対
策
に
つ
い
て

Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
導
入
さ
れ
る
と
現
在

加
工
乳
は
リ
ッ
タ
ー
１
３
０
円

が
10
円
台
、
バ
タ
ー
や
脱
脂
粉
乳
は

３
分
の
１
以
下
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
牛
肉
も
外
国
産
と
競
合
す
る
中

級
以
下
の
国
産
牛
は
壊
滅
が
予
想
さ
れ

る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
外
し
て
も
、
現
在
酪
農

家
は
消
費
の
減
少
、
乳
価
の
低
迷
が
続

い
て
お
り
、
そ
の
上
飼
料
、
資
材
費
の

負
担
増
で
経
営
継
続
が
危
惧
さ
れ
て
い

る
。
一
方
で
肥
育
農
家
も
現
野
田
政
権

は
ア
メ
リ
カ
の
輸
入
肉
を
今
は
生
後
20

か
月
以
下
の
制
限
が
、
今
度
は
30
か
月

に
緩
和
す
る
方
向
で
あ
る
と
ア
メ
リ
カ

に
つ
た
え
て
い
る
。
今
の
20
か
月
の
時

は
20
～
30
％
の
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
輸
入

が
、
30
か
月
の
緩
和
で
90
％
以
上
が
輸

入
可
能
な
牛
と
な
る
。
自
家
保
留
牛
に

対
し
て
の
経
営
支
援
対
策
に
つ
い
て
新

年
度
に
強
く
要
望
す
る
。

ご
指
摘
の
と
お
り
非
常
に
厳
し

い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
酪
農

に
つ
い
て
は
、
消
費
の
減
少
で
全
国
の

生
産
調
整
が
続
い
て
お
り
、
搾
乳
量
の

制
限
が
あ
る
。
そ
の
影
響
で
後
継
育
成

牛
の
確
保
が
困
難
と
な
り
、
現
在
不
足

が
生
じ
始
め
て
い
る
。
そ
こ
で
導
入

牛
の
貸
付
金
の
利
子
補
給
事
業
や
優
良

雄
牛
の
精
液
導
入
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。
事
業
の
一
層
の
効
果
向
上
に
取
り

組
み
た
い
。
自
家
保
留
牛
に
つ
い
て
は

前
向
き
に
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。
畜
産
農
家
に
対
し
て
も
、
生
産
基

盤
の
強
化
、
経
営
体
質
強
化
に
向
け
た

支
援
事
業
を
準
備
し
、
引
き
続
き
振
興

を
図
り
た
い
。

　
市
職
員
の
市
内
居
住
に
つ
い
て

市
の
税
収
も
年
々
厳
し
い
状
況

が
続
く
こ
と
は
当
分
避
け
ら
れ

そ
う
に
な
い
。
少
し
で
も
税
収
を
確
保

す
る
た
め
に
も
強
制
は
で
き
な
い
が
、

市
職
員
も
市
内
で
の
居
住
が
大
事
で
は

な
い
か
。
①
市
外
居
住
の
職
員
は
何
人

い
る
の
か
。
②
市
外
居
住
に
対
し
て
執

行
部
と
し
て
ど
う
指
導
さ
れ
て
い
る
の

か
。
③
現
在
職
員
採
用
も
年
４
～
５
名

程
度
と
少
な
い
。
今
後
は
市
内
居
住
を

採
用
時
に
義
務
付
け
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

市
外
居
住
職
員
は
病
院
を
除

き
、
43
名
で
あ
る
。
居
住
に
つ

い
て
は
自
由
に
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で

特
に
制
約
は
な
い
。
し
か
し
、
職
員
が

そ
の
地
域
に
居
住
し
、
地
区
の
方
々
と

各
種
行
事
等
に
参
加
す
る
こ
と
は
最
も

重
要
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。
市
内

居
住
職
員
が
多
く
い
る
ほ
ど
、
住
民
税

の
確
保
や
家
も
建
て
、
固
定
資
産
税
も

入
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
職
員
等
に

対
し
て
強
制
等
は
で
き
な
い
が
、
ぜ
ひ

職
員
に
理
解
を
求
め
て
、
市
内
居
住
の

割
合
が
多
く
な
る
よ
う
に
努
力
し
た

い
。

　
ゴ
ル
フ
場
用
地
の
跡
地
に
つ
い
て

熊
野
、
片
野
、
猪
尾
に
ま
た
が

る
市
の
保
有
す
る
土
地
の
管
理

と
今
後
の
利
用
計
画
は
。

用
地
の
管
理
は
イ
ノ
シ
シ
対
策

と
し
て
、
猟
友
会
に
駆
除
の
要

請
を
行
っ
て
い
く
。
水
田
に
つ
い
て
は

今
年
度
電
気
柵
の
貸
付
け
を
行
っ
た
。

周
辺
の
木
の
枝
等
に
つ
い
て
は
現
地

調
査
を
行
い
、
伐
採
等
の
改
善
措
置
を

と
っ
て
い
く
。
今
後
の
用
地
の
利
用
予

定
に
つ
い
て
は
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、

企
業
誘
致
等
全
体
的
な
土
地
利
用
計
画

に
つ
い
て
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　
杵
築
中
学
校
の
移
転
問
題
に
つ
い
て

杵
築
中
学
校
改
築
事
業
用
地
検

討
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
こ
れ

ま
で
５
回
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

委
員
会
を
今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く

の
か
。
ま
た
、
教
育
委
員
会
の
今
後
の

方
針
は
。用

地
検
討
委
員
会
に
つ
い
て

は
、
昨
年
２
回
、
本
年
度
３
回

の
計
５
回
開
催
し
て
い
る
。
杵
築
中
学

校
の
建
て
か
え
に
係
る
候
補
地
の
提
案

は
、
前
回
の
４
回
の
検
討
委
員
会
に
教

育
委
員
会
が
責
任
を
持
っ
て
進
め
ら
れ

る
案
と
し
て
、
大
内
の
高
台
案
を
提
案

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
し
か
し
、
委
員

の
中
に
は
現
地
建
て
か
え
の
意
見
も
あ

り
、
杵
築
中
学
校
区
の
小
中
学
校
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
を
は
じ
め
、
各
地
区
の
方
々
の
意

見
を
聞
く
た
め
、
説
明
会
の
開
催
を
委

員
の
方
々
に
了
解
し
て
い
た
だ
い
た
。

各
地
区
で
の
説
明
会
終
了
後
に
意
見
集

約
を
行
い
、
次
回
の
検
討
委
員
会
に
諮

り
、
そ
の
次
の
検
討
委
員
会
で
答
申
案

を
ま
と
め
て
い
た
だ
き
３
月
中
に
選
定

を
し
た
い
。

教
育
委
員
会
は
大
内
の
高
台
で

あ
れ
ば
責
任
は
持
つ
が
、
現
地

で
あ
れ
ば
責
任
は
持
て
な
い
と
言
っ
て

い
る
が
、
大
内
の
高
台
に
行
っ
た
と
き

に
、
下
り
坂
で
ス
ピ
ー
ド
が
出
す
ぎ
て

怪
我
を
し
た
り
、
夜
、
部
活
で
遅
く
な

り
、
暗
い
た
め
変
質
者
に
襲
わ
れ
た
場

合
、
こ
の
よ
う
な
問
題
に
対
し
教
育
委

員
会
は
責
任
が
持
て
る
の
か
。

そ
う
い
う
こ
と
が
起
き
な
い
よ

う
な
対
策
を
考
え
た
い
。

大
内
高
台
案
で
あ
れ
ば
、
校
区

替
え
を
希
望
す
る
声
が
あ
る
が
。

東
地
区
の
一
番
杵
築
の
中
心
か

ら
遠
い
所
、
杵
築
の
宗
近
に
近

い
所
は
校
区
変
更
す
べ
き
と
考
え
て
い

た
が
、
用
地
決
定
の
前
に
混
乱
を
す
る

の
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い

が
、
矛
盾
が
出
た
場
合
は
是
正
し
て
い

く
。

中
学
校
用
地
の
選
定
に
つ
い
て

は
慎
重
に
、
か
つ
民
意
を
反
映

し
た
も
の
に
し
て
も
ら
い
た
い
。
特
に

子
ど
も
を
通
わ
せ
る
保
護
者
の
意
見
に

耳
を
傾
け
、
子
ど
も
達
が
勉
強
に
ス

ポ
ー
ツ
に
集
中
で
き
る
立
派
な
中
学
校

を
建
て
て
も
ら
い
た
い
。

問

問

答

答

議
員

小
　

春
　
稔

議
員

阿
部
　

長
夫

問問

問問問

答答

答答
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保
健
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
に
つ
い
て

学
童
の
記
録
会
の
で
き
る
プ
ー

ル
へ
の
設
計
変
更
は
。

平
成
24
年
８
月
供
用
予
定
で
、

全
６
レ
ー
ン
の
水
深
は
、
４
レ
ー

ン
を
１
ｍ
と
２
レ
ー
ン
は
１
・
３
ｍ
で
あ

り
、
学
童
の
記
録
会
が
で
き
る
全
レ
ー

ン
１
・
３
ｍ
に
変
更
す
る
計
画
は
な
い
。

排
水
路
が
あ
る
地
元
三
川
区
と

の
協
議
状
況
は
。

唐
戸
周
辺
は
、
事
業
規
模
か
ら

別
の
要
望
を
し
た
方
が
よ
い
。

未
整
備
水
路
約
３
３
０
ｍ
は
、
新
年
度

三
面
張
り
を
行
う
。
区
に
対
す
る
水
路

管
理
負
担
金
の
増
額
は
検
討
中
。

　
城
下
町
観
光
と
周
辺
地
域
の

　
　
　
　
　
　
　
活
性
化
に
つ
い
て

市
と
し
て
の
計
画
や
観
光
協
会

や
住
友
ビ
ル
跡
地
の
計
画
は
。

城
下
町
を
基
点
と
し
た
観
光

ル
ー
ト
や
広
域
観
光
の
開
発
等

行
い
、
４
月
か
ら
観
光
協
会
が
独
立
し
、

国
内
外
の
Ｐ
Ｒ
・
集
客
営
業
や
イ
ベ
ン

ト
の
運
営
に
力
を
入
れ
、
商
工
会
と
連

携
し
、
食
や
お
土
産
品
等
の
施
策
・
商

品
開
発
を
進
め
る
。

旧
市
民
会
館
の
今
後
の
計
画
は
。

昭
和
40
年
に
建
設
さ
れ
、
平
成

20
年
10
月
に
閉
館
、
解
体
の
み

を
実
施
す
る
と
全
額
市
費
の
負
担
。
そ

の
場
所
で
事
業
を
行
え
ば
補
助
や
起
債

対
象
に
な
る
の
で
有
利
で
あ
る
。
市
民

ホ
ー
ル
の
要
望
の
声
は
よ
く
聞
く
が
、

今
の
と
こ
ろ
計
画
は
無
い
。

　
新
浄
水
場
計
画
に
つ
い
て

津
波
の
遡
上
高
を
８
ｍ
に
設
定

の
中
、
新
浄
水
場
は
。

八
坂
の
Ｊ
Ａ
フ
ー
ズ
大
分
の
横

に
平
成
28
年
度
完
成
に
向
け
協

議
中
、
地
盤
高
は
５
・
６
ｍ
な
の
で
、
７
・

８
ｍ
位
ま
で
構
造
物
を
上
げ
て
建
設
し

た
い
。

　
杵
築
中
学
校
建
て
か
え
に
つ
い
て

検
討
委
員
会
の
流
れ
や
用
地
の

検
討
や
決
定
は
。

検
討
委
員
会
を
５
回
開
催
の

中
、
教
育
委
員
会
は
津
波
被
害

を
受
け
な
い
永
代
橋
付
近
の
大
内
地
区

の
60
ｍ
の
高
台
案
を
提
示
、
検
討
委
員

の
多
数
の
方
々
か
ら
は
現
地
周
辺
案
で

と
の
声
も
あ
る
。
来
年
３
月
中
に
は
選

定
し
た
い
。

教
育
委
員
会
は
文
科
省
の
提
言

に
よ
り
低
地
で
は
責
任
を
持
た

な
い
と
い
う
姿
勢
で
あ
る
が
、
説
明
会

の
対
象
と
説
明
の
あ
り
方
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

校
区
内
の
４
つ
の
区
長
会
と
６

校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
説
明
会
を
開
催

中
。
低
地
で
は
責
任
を
持
た
な
い
と
い

う
わ
け
で
は
な
い
、
避
難
訓
練
の
実
施

等
、
当
然
責
任
を
持
つ
。
提
言
は
高
台

に
敷
地
の
確
保
が
で
き
る
場
合
と
考
え

努
力
し
て
い
る
。
ま
た
、
他
に
も
モ
デ

ル
が
あ
り
震
災
対
策
を
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

高
台
案
で
の
坂
道
の
勾
配
は
。

５
０
０
ｍ
で
50
ｍ
上
が
る
大
体

10
％
勾
配
に
な
る
。
殆
ど
の
生
徒

が
自
転
車
通
学
に
な
り
、
い
か
に
も
酷
だ

と
思
っ
て
お
り
再
検
討
の
必
要
が
あ
る
。

　
市
内
森
林
の
利
活
用
に
つ
い
て

山
は
、
外
国
産
木
材
の
輸
入
に

よ
り
、
国
産
材
の
低
価
格
が
続

く
状
況
下
で
、
荒
れ
放
題
で
あ
る
。
ま

た
、
原
油
、
天
然
ガ
ス
な
ど
の
輸
入
で

熱
源
と
し
て
の
利
用
価
値
の
低
下
で
里

山
の
荒
廃
が
目
立
っ
て
い
る
。
か
つ
て

人
び
と
が
頻
繁
に
山
に
入
り
、
燃
料
、

家
畜
の
飼
料
、
ま
た
農
作
物
用
の
肥

料
、
屋
根
葺
き
の
材
料
な
ど
生
活
の
中

に
山
が
常
に
あ
っ
た
。
猪
・
鹿
・
猿
な

ど
の
動
物
が
里
山
に
現
れ
、
農
作
物
に

被
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
山
が
荒
れ

る
こ
と
は
農
山
村
の
衰
え
ば
か
り
で
は

な
く
、
漁
業
に
も
深
く
影
響
を
及
ぼ
す
。

山
、
森
林
を
守
る
こ
と
は
、
市
民
に
と
っ

て
今
取
り
組
む
べ
き
課
題
の
ひ
と
つ
で

あ
る
。

①
戦
後
植
林
し
た
林
地
の
面
積
は
ど
の

く
ら
い
あ
る
の
か
。

②
市
有
林
の
面
積
そ
し
て
伐
採
可
能
な

面
積
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。

③
学
校
、
公
共
施
設
に
市
内
産
の
木
材

を
使
っ
て
建
設
せ
よ
。

戦
後
15
年
間
に
造
林
さ
れ
た
面

積
は
杉
・
檜
で
約
１
、
５
０
０

ヘ
ク
タ
ー
ル
。
市
有
林
は
約
６
４
０
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
そ
の
う
ち
約
３
０
０
ヘ
ク

タ
ー
ル
が
伐
採
可
能
。
学
校
、
公
共
施

設
の
建
設
に
は
温
も
り
の
あ
る
市
・
県

産
材
の
利
用
に
担
当
課
へ
の
啓
発
を
継

続
す
る
。

　
農
業
振
興
に
つ
い
て

消
費
者
に
は
、
少
し
は
値
段
が

高
く
て
も
「
安
全
で
安
心
し
て
、

お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
農
産
物
、
食
糧
」

を
求
め
る
声
が
あ
る
。
そ
れ
に
応
え
る

べ
く
農
業
者
も
、
減
農
薬
、
有
機
肥
料

利
用
の
農
産
物
の
生
産
、
地
産
地
消
運

動
で
消
費
者
の
声
に
応
え
て
き
た
。
そ

う
し
た
消
費
者
と
農
業
者
の
連
帯
の
努

力
を
打
ち
壊
し
て
し
ま
う
の
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ

だ
。
何
と
し
て
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
を

阻
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
農
村
・

農
業
・
農
家
そ
れ
ぞ
れ
の
困
難
性
を
打

開
す
る
に
は
国
の
責
任
が
重
大
で
あ
る

こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
市
と
し
て
で
き

る
こ
と
は
今
す
ぐ
に
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
旧
杵
築
市
、
山
香
町
、

大
田
村
そ
れ
ぞ
れ
の
農
業
技
術
と
伝
統

を
生
か
し
た
農
業
が
大
切
だ
。
市
と
し

て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

農
業
後
継
者
を
育
て
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
が
市
と
し
て
の
具
体
策
は
。

杵
築
地
区
は
温
暖
な
気
候
を
利

用
し
た
柑
橘
の
ハ
ウ
ス
栽
培
、

野
菜
や
花
き
の
施
設
園
芸
。
山
香
・
大

田
地
区
は
、
粘
土
質
の
土
壌
を
利
用
し

た
米
策
や
山
間
地
を
活
用
し
た
畜
産
の

推
進
。
新
規
就
農
者
の
受
け
入
れ
支
援

体
制
を
強
化
す
る
た
め
杵
築
市
地
域
就

農
サ
ポ
ー
ト
会
議
を
本
年
度
中
に
設
置

す
る
計
画
。

問

問

問

問 問問問

問 問 問

答

答

答

答答答答

答 答答

議
員

藤
本
　

治
郎

議
員

阿
部
　

直
瑞
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新
規
就
農
の
現
状
を
見
る
と
全

国
で
２
万
人
を
毎
年
目
標
に
し

て
い
る
が
、
半
数
は
60
歳
以
上
で
、
39

歳
以
下
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
に
過
ぎ
な

い
。
杵
築
市
の
新
規
就
農
者
の
状
況
は
。

平
成
20
年
度
６
名
、
平
成
21
年

度
８
名
、
平
成
22
年
度
６
名
で

あ
る
。

現
内
閣
は
、
10
月
25
日
に
食
の

農
林
漁
業
再
生
の
た
め
の
基
本

方
針
案
で
新
規
就
農
の
増
加
、
規
模
拡

大
の
加
速
、
中
山
間
の
問
題
、
農
地
の

集
積
の
問
題
、
６
次
産
業
、
消
費
者
と

き
ず
な
の
強
化
、
輸
出
産
業
戦
略
を
打

ち
出
し
た
が
、
杵
築
市
で
は
何
が
対
応

で
き
る
の
か
。

政
府
が
掲
げ
た
戦
略
の
う
ち
本

市
で
の
施
策
と
し
て
可
能
な
も

の
は
、
一
部
だ
と
思
わ
れ
る
。
実
質
戦

略
に
つ
い
て
は
、
国
は
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
取
り
組
む
計
画
で
あ

り
、
本
市
の
農
産
物
で
は
、
米
、
柑
橘
、

牛
肉
が
対
象
と
な
る
。
し
か
し
、
各
国

の
検
疫
・
防
疫
体
制
に
応
じ
た
対
応
や

課
題
が
多
く
出
て
く
る
こ
と
か
ら
、
安

易
に
輸
出
は
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

漁
業
も
豊
後
水
道
で
は
船
の
数

は
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
で
あ
る
が
、

漁
獲
量
は
減
っ
て
、
消
費
も
減
っ
て
い

る
。
漁
業
の
加
工
に
つ
い
て
も
力
を
入

れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

６
次
産
業
と
い
う
形
で
前
向
き

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
買
い
物
弱
者
対
策
に
つ
い
て

市
内
の
買
い
物
弱
者
の
早
急
な

調
査
と
、
商
工
会
等
と
連
携
し

た
具
体
的
な
対
策
が
必
要
で
は
な
い

か
。

市
内
独
居
高
齢
者
世
帯
は
約

１
、
４
０
０
世
帯
、
高
齢
者
夫

婦
世
帯
１
、
５
０
０
世
帯
で
合
わ
せ
て

３
、
０
０
０
世
帯
近
く
が
高
齢
者
だ
け

で
生
活
し
て
い
る
。
民
生
委
員
を
通
じ

て
年
１
回
の
実
態
調
査
を
し
て
い
る

が
、
買
い
物
に
不
自
由
な
世
帯
に
つ
い

て
も
調
査
を
進
め
た
い
。
今
後
、
買
い

物
弱
者
対
策
の
重
要
性
を
強
く
認
識

し
、
有
効
な
補
助
事
業
が
あ
れ
ば
、
商

工
会
と
密
に
連
携
を
図
り
、
事
業
を
計

画
し
て
い
き
た
い
。

大
分
県
が
実
施
し
た
小
規
模
集

落
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、
８
割

を
超
え
る
人
が
普
段
の
買
い
物
に
困
っ

て
い
る
と
の
調
査
結
果
が
出
て
い
る
。

特
に
要
望
が
多
い
の
が
移
動
販
売
車
、

次
に
買
い
物
代
行
サ
ー
ビ
ス
、
宅
配

サ
ー
ビ
ス
と
な
っ
て
い
る
。
国
や
県
も

本
格
的
に
高
齢
者
や
過
疎
地
へ
の
応
援

対
策
に
乗
り
出
し
て
い
る
。
国
や
県
の

施
策
を
導
入
し
、
早
急
に
対
策
を
講
じ

て
も
ら
い
た
い
。

移
動
販
売
業
者
や
宅
配
サ
ー
ビ

ス
等
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
関
係
各
課

と
連
携
し
て
対
策
を
考
え
た
い
。

周
辺
部
で
は
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
の
存
続
も
難
し
く
な
っ
て
い

る
。
石
油
弱
者
に
つ
い
て
の
対
策
は
。

地
域
の
交
通
や
生
活
が
直
接
影

響
を
受
け
る
の
で
存
続
が
最
重

要
で
あ
る
。
商
工
会
と
連
携
し
、
経
営

指
導
等
の
助
成
を
し
た
い
。
閉
鎖
し
た

場
合
に
は
、
灯
油
等
の
需
要
の
と
り
ま

と
め
、
配
達
の
調
整
な
ど
、
他
地
域
の

業
者
と
の
橋
渡
し
な
ど
を
図
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
大
田
庁
舎
・
大
田
中
央
公
民
館
の

　
　
　
　
　
駐
車
場
の
拡
張
に
つ
い
て

大
田
庁
舎
・
大
田
中
央
公
民
館

の
駐
車
場
は
、
も
と
も
と
手
狭

で
は
あ
っ
た
が
、
現
在
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
発
着
場
と
も
な
っ
て
お

り
、
ま
た
駐
輪
場
、
屋
外
ト
イ
レ
等
の

設
置
に
よ
っ
て
、
よ
り
狭
く
な
っ
て
い

る
。
庁
舎
や
公
民
館
で
行
事
が
催
さ
れ

る
時
な
ど
は
駐
車
場
所
も
足
り
ず
、
ま

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
も
周
回
す
る
た

め
危
険
な
こ
と
も
多
い
。
駐
車
場
の
隣

接
地
を
用
地
買
収
し
、
駐
車
場
を
拡
張

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

駐
輪
場
や
屋
外
ト
イ
レ
等
の
設

置
に
よ
り
、
以
前
に
比
べ
て
狭

く
な
っ
て
い
る
の
は
事
実
。
駐
車
場
の

拡
張
は
、
今
後
隣
接
地
の
用
地
の
こ
と

も
あ
る
の
で
、
状
況
を
十
分
調
査
し
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
）
の
問
題
に
つ
い
て

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
交
渉
に
内
閣
総
理
大

臣
は
参
加
を
す
る
こ
と
を
表
明

し
た
。
生
産
者
と
し
て
一
番
心
配
な
の

は
、
１
次
産
業
を
政
府
は
ど
う
支
援
し

て
い
く
の
か
で
あ
る
。
常
識
的
に
は
特

例
は
認
め
ず
、
全
部
が
同
じ
テ
ー
ブ
ル

の
中
で
対
等
な
交
渉
と
取
引
を
す
る
と

い
う
こ
と
で
、
特
に
農
業
に
従
事
す
る

皆
さ
ん
は
大
変
心
配
し
て
い
る
。
Ｔ
Ｐ

Ｐ
へ
の
参
加
に
対
す
る
市
長
の
考
え
を

伺
い
た
い
。

国
民
に
十
分
な
説
明
も
な
く
、

交
渉
参
加
が
表
明
さ
れ
、
拙
速

だ
と
思
っ
て
い
る
。
全
産
業
分
野
に
わ

た
っ
て
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
慎

重
に
審
議
を
し
、
国
民
に
対
し
て
詳
細

な
情
報
提
供
を
行
い
、
幅
広
い
論
議
が

行
わ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
よ
り
、
当
市
の

１
次
産
業
に
ど
れ
ほ
ど
の
影
響

が
あ
る
の
か
。

大
分
県
で
は
県
内
の
農
業
生
産

額
の
40
％
が
減
少
す
る
と
さ

れ
、
そ
れ
に
準
ず
る
と
杵
築
市
で
は
、

約
40
か
ら
50
億
円
程
度
の
農
業
生
産
額

が
減
少
す
る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。

議
員

中
山
田
昭
徳

議
員

富
来
　

征
一

問

問問

問

問

答

答

答答 答

答

問問

問問

答

答 答
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５
年
間
保
存
し
て
い
る
。

議
員
が
職
員
採
用
に
な
ぜ
関
与

で
き
た
の
か
。

関
係
者
か
ら
の
事
情
徴
収
も
出

来
な
い
の
で
分
か
ら
な
い
。

市
長
・
副
市
長
は
試
験
内
容
の

改
ざ
ん
に
関
与
し
た
か
。

改
ざ
ん
に
は
関
与
し
て
い
な
い

し
、
金
銭
等
の
授
受
も
な
い
。

情
報
を
包
み
隠
さ
ず
公
開
し
、

厳
格
な
内
部
調
査
を
行
い
市
民

の
信
頼
回
復
に
努
め
る
べ
き
。

内
部
調
査
は
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
情
報
公
開
は
ま
だ
検

討
し
て
い
な
い
。

不
正
採
用
さ
れ
た
職
員
の
処
遇

を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

弁
護
士
等
の
有
識
者
を
入
れ
た

審
査
会
を
設
置
し
て
判
断
し
た

い
。

政
治
倫
理
審
査
会
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

委
員
７
名
を
ま
だ
選
任
し
て
い

な
い
。
早
急
に
選
任
す
る
。

外
部
委
員
を
含
め
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
調
査

し
、
結
果
の
公
表
、
採
用
試
験
の
透
明

化
、
公
平
な
採
用
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、

再
発
防
止
策
、
不
正
操
作
な
ど
、
口
き

き
の
実
態
な
ど
を
納
得
で
き
る
証
拠
書

類
の
提
示
し
、
説
明
責
任
を
市
民
に
き

ち
っ
と
行
っ
て
、
信
頼
回
復
を
求
め
る
。

　
消
防
職
員
及
び
一
般
職
員
の
採
用
に
つ
い
て

消
防
職
員
及
び
一
般
職
員
の
採

用
試
験
に
於
い
て
、
一
次
試
験

の
合
格
者
数
の
決
定
及
び
発
表
は
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
一

次
試
験
の
合
格
者
を
知
る
立
場
に
あ
る

の
は
誰
か
。

消
防
職
員
の
採
用
に
つ
い
て
は

消
防
組
合
で
行
っ
て
い
る
の
で

一
般
職
員
に
つ
い
て
の
み
答
弁
す
る
。

一
次
試
験
の
合
格
者
数
に
つ
い
て
は
試

験
の
得
点
並
び
に
採
用
予
定
者
数
に
も

よ
る
が
、
大
体
２
・
５
倍
か
ら
３
倍
程

度
と
し
て
い
る
。
合
格
者
の
決
定
に
つ

い
て
は
、
市
長
・
副
市
長
・
総
務
課
長

の
三
名
で
行
っ
て
い
る
。
合
格
者
の
発

表
に
つ
い
て
は
、
受
験
番
号
を
掲
示
板

に
張
り
出
す
と
と
も
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
る
。

今
年
の
一
次
試
験
終
了
後
、
私

の
知
人
宅
に
あ
る
人
か
ら
「
お

宅
の
子
ど
も
さ
ん
、
一
次
試
験
に
合

格
し
ま
し
た
ね
。
」
と
い
う
電
話
が
か

か
っ
て
き
た
。
誰
か
ら
と
か
、
話
の
内

容
は
言
え
な
い
が
、
こ
れ
は
本
来
漏
れ

る
は
ず
の
な
い
情
報
が
漏
れ
て
い
る
わ

け
で
、
ゆ
ゆ
し
き
問
題
で
あ
る
。
市
と

し
て
徹
底
的
に
調
査
す
る
気
は
無
い
の

か
。

職
員
か
ら
そ
う
い
っ
た
こ
と
は

な
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
あ
な

た
が
今
、
こ
の
議
場
で
説
明
し
た
の
で
、

今
後
は
そ
う
い
っ
た
こ
と
が
無
視
で
き

な
い
シ
ス
テ
ム
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
と
思
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
今
後
気
を
つ
け
ま
す

と
い
っ
た
そ
の
程
度
の
話
な
の

か
。
要
す
る
に
一
次
試
験
の
合
格
者
リ

ス
ト
が
執
行
部
か
ら
漏
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
。
議
会
に
対
し
て
も
市
民
に

対
し
て
も
き
ち
ん
と
報
告
が
で
き
る
よ

う
徹
底
的
に
調
査
す
る
こ
と
が
当
然
の

こ
と
だ
と
考
え
る
が
こ
れ
に
つ
い
て
の

見
解
は
。い

い
加
減
に
し
た
つ
も
り
は
な

い
。
真
摯
に
受
け
て
、
も
し
そ

う
い
う
形
が
あ
れ
ば
シ
ス
テ
ム
を
変
え

て
や
り
た
い
と
、
真
摯
に
答
え
た
つ
も

り
だ
。

　
消
防
職
員
及
び
一
般
職
員
の
採
用
に
つ
い
て

市
長
は
、
11
月
上
旬
消
防
長
か

ら
「
職
員
採
用
に
つ
い
て
任
意

で
事
情
を
聞
か
れ
て
い
る
」
と
報
告
を

受
け
た
事
を
記
者
会
見
で
明
ら
か
に
し

た
。
こ
の
報
告
の
内
容
は
。

事
件
に
関
す
る
説
明
は
控
え

る
。

消
防
職
員
と
杵
築
市
職
員
の
採

用
方
法
に
違
い
は
。

一
次
試
験
の
教
養
試
験
の
み

を
、
本
市
職
員
と
同
じ
会
場
で

一
緒
に
行
っ
て
い
る
。
た
だ
し
消
防
受

験
者
の
受
付
、
試
験
会
場
内
の
試
験
官

は
、
消
防
組
合
の
職
員
が
担
当
。
二
次

試
験
の
日
程
な
ど
は
、
別
々
に
決
め
て

い
る
。
一
次
試
験
の
問
題
の
提
供
・
採

点
は
東
京
の
専
門
会
社
へ
委
託
契
約
し

て
い
る
。
二
次
試
験
は
作
文
、
体
力
検

査
、
面
接
試
験
を
実
施
。

市
長
は
記
者
の
取
材
に
対
し
、

二
次
試
験
の
点
数
を
水
増
し
す

る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
と
、
県
警
に
反

論
し
て
い
る
。な
ぜ
断
言
が
出
来
る
の
か
。

そ
う
い
う
こ
と
は
な
い
と
思
っ

て
い
る
。

試
験
記
録
は
何
年
間
保
存
さ
れ

て
い
る
の
か
。

議
員

岩
尾
　

育
郎

問問問問

問問問問問問 答

答答 答

答答 答答答 ［
緊
急
質
問
と
は
］

　
一
般
質
問
と
は
別
に
、
議
員
は
、
質
問
が
緊
急
性
が
認
め
ら
れ
る
内
容
や
住
民
の
関
心
の
的
と
な
っ
て
い
る
問
題
な
ど
、

真
に
や
む
を
え
な
い
と
客
観
的
に
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
議
会
の
同
意
を
得
て
質
問
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
12
月
定
例
会
の
最
終
日
で
は
、
２
名
の
議
員
が
緊
急
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

緊
急
質
問

議
員

加
　

来
　
喬

問

問

問 答

答答
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提
案
書
は
、
市
に
と
っ
て
、
大
分
県

サ
ッ
カ
ー
協
会
名
の
提
案
書
が
非
常
に

重
要
だ
っ
た
こ
と
が
証
言
か
ら
確
認
さ

れ
た
。
た
だ
し
、
助
成
金
の
交
付
要
項

か
ら
は
、
サ
ッ
カ
ー
協
会
が
提
案
す
る

芝
を
使
わ
な
け
れ
ば
助
成
金
が
下
り
な

い
と
い
う
事
実
は
確
認
さ
れ
な
か
っ

た
。

　

ま
た
、
こ
の
提
案
書
で
提
案
さ
れ
た

人
工
芝
は
、
大
分
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
の

名
を
借
り
て
特
定
の
人
工
芝
が
意
図
的

に
推
薦
さ
れ
た
事
が
確
認
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
提
案
書
作
成
の
経
緯
に
つ

い
て
、
証
言
の
訂
正
が
行
わ
れ
た
が
、

訂
正
箇
所
以
外
は
曖
昧
な
証
言
で
、
時

系
列
に
つ
い
て
も
疑
義
が
残
る
。
加
え

て
、
市
は
提
案
書
の
内
容
通
り
の
人
工

芝
を
基
準
品
と
し
て
い
る
が
、
同
じ
く

提
案
さ
れ
て
い
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
つ
い

て
は
、
高
額
と
い
う
理
由
で
選
ん
で
い

な
い
。

　

市
が
見
積
書
を
徴
し
た
の
は
、
ク
リ

ヤ
マ
株
式
会
社
１
社
の
み
で
２
回
の
見

積
書
を
徴
し
て
お
り
、
２
回
目
は
１
回

目
と
同
じ
平
米
単
価
で
あ
る
が
、
諸
経

費
と
し
て
５
％
が
加
算
さ
れ
て
い
る
。

よ
り
精
査
さ
れ
て
提
出
さ
れ
る
べ
き
２

回
目
の
見
積
書
の
方
が
高
い
と
い
う
通

常
考
え
に
く
い
行
為
で
あ
る
。

　

仕
様
書
に
は
ク
リ
ヤ
マ
株
式
会
社
の

モ
ン
ド
タ
ー
フ
を
基
準
品
と
し
て
明
記

し
、「
規
格
５
要
件
」
を
設
定
し
て
「
同

等
品
以
上
」
と
記
載
し
て
い
る
が
、
こ

の
「
規
格
５
要
件
」
を
満
た
す
製
品
で

あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
検
査
済
み
証
明

書
が
出
さ
れ
て
い
る
の
は
ク
リ
ヤ
マ
株

式
会
社
の
み
で
あ
り
、
競
争
性
を
担
保

す
る
た
め
同
等
品
と
さ
れ
て
い
た
他
社

製
品
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
格
に
合
致

し
た
製
品
は
な
い
と
メ
ー
カ
ー
担
当
者

は
証
言
し
て
お
り
、
執
行
部
の
言
う
同

等
品
は
、
現
実
に
は
存
在
し
て
い
な

か
っ
た
、
あ
る
い
は
、
把
握
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

　

執
行
部
が
、
今
回
の
入
札
に
お
い
て

競
争
性
が
確
保
さ
れ
て
い
た
と
主
張
す

る
根
拠
と
な
っ
て
い
た
比
較
表
に
つ
い

て
は
、
何
等
の
裏
付
け
や
根
拠
が
無
く

作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
「
虚
偽
公
文
書
作
成
罪
に
該

当
す
る
」
と
の
見
解
を
弁
護
士
よ
り
得

て
い
る
。

　

担
当
者
は
、
議
論
を
す
る
な
か
で
、

人
工
芝
を
物
品
扱
い
と
し
、
20
％
の
諸

経
費
を
計
上
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
と

証
言
し
て
い
る
が
、
他
の
会
議
参
加
者

の
全
員
が
「
議
論
し
た
こ
と
は
な
い
」

「
記
憶
が
無
い
」「
提
案
さ
れ
て
い
な
い
」

と
証
言
。
ク
リ
ヤ

マ
株
式
会
社
が
２

回
目
の
見
積
書
の

中
で
５
％
と
し
て

計
上
し
た
諸
経
費

を
、
20
％
と
し
て

計
上
し
た
根
拠

や
、
誰
が
提
案
者

だ
っ
た
か
と
い
う

こ
と
に
も
、
明
確

な
答
弁
は
無
か
っ

た
。

サ
ッ
カ
ー
場
人
工
芝
問
題
　

調
査
特
別
委
員
会

委
員
会
が
指
摘
し
た
５
つ
の
問
題
点

委員会での調査の趣旨

　サッカー場人工芝入札に係る調査事件は、人工芝採用に際して、クリヤマ株式会社

のモンドターフを前提とした経緯が疑われ、入札においてもクリヤマ株式会社のモン

ドターフでの入札が行われ、平等な競争性が担保されているか疑わしく、執行部作成

のメーカー比較表においても信憑性が疑われる。また、予定価格設定においても、備

品購入で予算化して諸経費２０パーセントを上乗せした根拠も曖昧であり、議員をは

じめ、多くの市民の疑念、疑惑を招き、市政に対する信頼を大きく損ねている。

　よって、市民の付託を受け、執行機関を監視する議会として、事件の全容について

調査究明していくものである。

提
　

案
　

書

見
　

積
　

書

仕
　

様
　

書

比
　

較
　

表

諸
　

経
　

費
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サ
ッ
カ
ー
場
人
工
芝
問
題
　

調
査
特
別
委
員
会

調
査
終
了
報
告

12
月
16
日
の
第
４
回
定
例
会
最
終
日
に
お
い
て
、
最
終
報
告

が
行
わ
れ
、
賛
成
多
数
で
調
査
を
終
了
す
る
こ
と
に
決
し
ま

し
た
。
報
告
さ
れ
た
委
員
会
調
査
報
告
書
を
も
と
に
調
査
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

［調査の期間］　平成２３年７月１日～平成２３年１２月１４日

［委員会の開催回数］　　　　　　　１８回

［証言を求めた証人の延べ人数］　　２９人

［参考人の延べ人数］　　　　　　　１２人

［記録の提出を求めた件数］　　　　１８件

サ
ッ
カ
ー
場
人
工
芝
問
題
調
査

　

特
別
委
員
会
構
成
名
簿

委　

員　

長　

中
山
田　

昭　

徳

副
委
員
長　

岩　

尾　

育　

郎

委　
　

員　

河　

野　

正　

治

委　
　

員　

堀　
　
　

寿　

満

委　
　

員　

渡　

辺　

雄　

爾

委　
　

員　

加　

来　
　
　

喬

調 査 の ま と め
　

本
事
件
の
真
相
究
明
に
つ
い
て
、
本

委
員
会
は
18
回
に
及
ぶ
調
査
を
行
っ
て

き
た
が
、
捜
査
当
局
の
捜
査
と
異
な
り
、

委
員
会
と
し
て
の
調
査
に
限
界
が
あ
っ

た
こ
と
は
否
め
な
い
。

　

ま
た
、
執
行
部
の
弁
明
の
よ
う
に
、

今
回
の
契
約
が
適
正
に
執
行
さ
れ
た
の

で
あ
れ
ば
、
正
々
堂
々
と
、
そ
の
根
拠

を
述
べ
て
欲
し
か
っ
た
が
、
終
始
曖
昧

な
答
弁
を
繰
り
返
し
、
肝
心
な
と
こ
ろ

で
は
「
わ
か
ら
な
い
」
「
記
憶
が
な
い
」

を
繰
り
返
し
、
今
回
の
契
約
の
経
緯
を

明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
全
く

見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

今
回
の
入
札
事
務
執
行
に
お
い
て

は
、
大
分
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
提
案
書

の
段
階
か
ら
ク
リ
ヤ
マ
株
式
会
社
の
モ

ン
ド
タ
ー
フ
に
絞
り
込
ま
れ
て
お
り
、

予
算
に
つ
い
て
も
こ
れ
に
合
わ
せ
て
計

上
さ
れ
て
い
る
。
一
般
競
争
入
札
の
公

告
に
お
い
て
も
、
仕
様
書
は
モ
ン
ド

タ
ー
フ
の
規
格
を
厳
格
に
採
用
し
、
他

社
製
品
の
参
入
を
阻
害
し
て
い
る
。

　

結
果
と
し
て
も
、
３
社
が
入
札
に
参

加
し
た
が
、
い
ず
れ
も
モ
ン
ド
タ
ー
フ

で
の
応
札
で
あ
っ
た
。

　

ク
リ
ヤ
マ
株
式
会
社
は
、
モ
ン
ド

タ
ー
フ
の
総
輸
入
販
売
元
で
あ
り
、
直

接
、
間
接
を
問
わ
ず
、
ク
リ
ヤ
マ
株
式

会
社
を
通
さ
ず
に
納
品
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
ク
リ
ヤ
マ
株
式
会
社
か
ら
３

社
の
う
ち
２
社
が
直
接
見
積
書
を
徴
し

て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
１
社
で
あ
る
太

陽
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
株
式
会
社
が
落
札

者
と
な
っ
た
。
ク
リ
ヤ
マ
株
式
会
社
の

九
州
・
山
口
地
区
総
代
理
店
で
あ
る
太

陽
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
株
式
会
社
と
今
回

初
め
て
接
触
を
も
っ
た
と
い
う
有
限
会

社
ハ
イ
ヒ
ッ
ト
の
見
積
額
が
同
額
と
い

う
の
も
極
め
て
不
自
然
で
あ
り
、
そ
の

見
積
額
を
１
，
０
０
０
万
円
以
上
も
下

回
っ
て
落
札
し
た
太
陽
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
株
式
会
社
の
入
札
に
つ
い
て
も
疑

義
が
あ
る
。

　

執
行
部
は
、
こ
れ
ま
で
他
の
業
者
の

入
札
参
加
も
可
能
で
あ
っ
た
と
主
張

し
、
そ
の
根
拠
と
な
っ
て
い
た
の
が
、

人
工
芝
各
メ
ー
カ
ー
の
比
較
表
で
あ

る
。

　

し
か
し
、
本
調
査
に
お
い
て
、
こ
の

比
較
表
自
体
が
虚
偽
の
も
の
で
あ
る
こ

と
も
判
明
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
今
回
の
入
札
に
お

い
て
は
、
公
契
約
に
お
い
て
最
も
重
視

す
べ
き
公
平
性
、
競
争
性
の
確
保
と
い

う
観
点
か
ら
、
大
き
く
か
け
離
れ
た
も

の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ

る
。

　

地
方
自
治
法
第
２
条
第
１
項
14
号
に

は
、
「
地
方
公
共
団
体
は
、
そ
の
事
務

を
処
理
す
る
に
当
っ
て
は
、
住
民
の
福

祉
の
増
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
最
少

の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙
げ
る
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
し

て
い
る
が
、
今
回
の
入
札
で
は
、
業
者

の
見
積
額
に
上
乗
せ
し
て
予
定
価
格
を

設
定
す
る
な
ど
と
い
う
、
お
よ
そ
常
識

で
は
考
え
ら
れ
な
い
事
務
執
行
が
行
わ

れ
て
お
り
、
こ
れ
は
市
民
に
対
す
る
背

任
と
も
い
う
べ
き
行
為
で
あ
る
。
本
委

員
会
に
お
い
て
、
市
長
は
「
結
果
と
し

て
、
落
札
額
が
見
積
額
を
下
回
っ
た
か

ら
問
題
は
無
い
」
旨
の
発
言
を
し
て
い

る
が
、
今
回
の
入
札
の
経
緯
を
踏
ま
え

る
と
、
こ
れ
は
詭
弁
で
あ
り
、
市
政
の

最
高
責
任
者
と
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い

見
解
で
あ
る
。

　

執
行
部
に
対
し
て
は
、
本
事
件
に
つ

い
て
猛
省
を
促
し
、
地
方
公
務
員
法
に

抵
触
す
る
問
題
で
も
あ
り
、
厳
正
な
対

処
を
望
む
。

　

な
お
、
議
会
と
し
て
告
発
で
き
る
の

は
、
偽
証
や
証
言
拒
否
等
の
４
つ
の
場

合
に
限
ら
れ
て
お
り
、
本
委
員
会
と
し

て
、
告
発
を
提
案
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
比
較
表
に
つ
い
て
は
、
虚
偽
公

文
書
作
成
罪
、
入
札
自
体
に
つ
い
て
も

競
売
入
札
妨
害
の
疑
い
が
極
め
て
強
い

こ
と
を
申
し
添
え
る
。

サッカー場人工芝問題調査特別委員会開催状況
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３
・
11
東
日
本
大
震
災
が
発

生
し
て
か
ら
早
や
１
年
が
経
と

う
と
し
て
い
る
。
震
災
か
ら
８
か

月
経
っ
た
昨
年
11
月
８
日
か
ら
11

日
の
４
日
間
、
個
人
的
に
被
災
地

の
宮
城
県
沿
岸
部
を
訪
ね
て
み
た

が
、
自
衛
隊
や
外
国
か
ら
の
支
援
、

日
本
各
地
か
ら
駆
け
つ
け
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
懸
命
な
活
動
で
ガ
レ

キ
撤
去
は
進
み
、
多
く
は
建
物
の

基
礎
部
分
を
残
し
て
片
付
け
ら
れ

て
い
た
。
ガ
レ
キ
は
所
々
に
巨
大

な
山
と
な
っ
て
積
み
上
げ
ら
れ
て

い
た
が
分
別
で
き
て
な
い
も
の
も

多
く
、
今
後
さ
ら
に
多
く
の
時
間

と
労
力
が
必
要
に
思
え
た
。
訪
れ

た
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
で
は
災
害

に
強
い
街
づ
く
り
を
目
指
し
て
連

日
の
よ
う
に
住
民
説
明
会
等
、
懸

命
の
努
力
を
し
て
い
た
。
杵
築
市

も
万
一
の
「
東
南
海
・
南
海
地
震
」

に
備
え
て
、
全
市
民
を
対
象
と
し

た
防
災
訓
練
や
避
難
訓
練
を
早
急

に
実
施
す
る
べ
き
と
思
う
。

　

東
日
本
の
被
災
地
も
春
は
す
ぐ

そ
こ
ま
で
来
て
い
る
。
仮
設
住
宅

等
で
不
便
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て

い
る
皆
様
に
は
頑
張
っ
て
冬
を
乗

り
切
っ
て
頂
き
た
い
。

　

平
成
23
年
の
世
相
を
１
字
で
表

す
漢
字
は
「
絆
」
で
あ
っ
た
。
最

も
相
応
し
い
漢
字
は
「
絆
」
だ
と

思
っ
て
い
た
だ
け
に
発
表
を
聞
い

た
時
は
な
ん
と
な
く
ホ
ッ
と
し

た
。

　

被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
旧
・

復
興
を
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

　

議
会
報
編
集
委
員
会
委
員

　

西
原 

繁
朝　

編
　

集
　

後
　

記

発
行　

大
分
県
杵
築
市
議
会　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
９
７
８
（
６
２
）
３
１
３
１
（
代
）　
　

印
刷　

㈲
三
晃
堂
印
刷

会期の決定とは

議会が、法律上有効に活動できる期間を決めることです。

会議録署名議員とは

会議の次第を記録した公文書である会議録の記載内容が

真正であることを保証するために、議長とともに署名す

る議員のことです。杵築市議会では３名の議員を指名し

ています。

議案説明とは

議案について、議案の提出者（市長または議員）が、提

出理由や内容等の説明を行うことです。

一般質問とは

議員が、その属する地方公共団体の行政全般にわたり、

執行部に対して事務の執行状況等について質問を行うこ

とです。一般質問は年に４回開催される定例会のみ行う

ことができます。杵築市議会ではひとりの議員の持ち時

間を６０分、質問回数に制限のない一問一答方式で行わ

れています。

議案質疑とは

議案の提出者（市長または議員）に対し、議案の内容や

提案の理由等について疑問点や不明な点を問うことで、

市長提案の議案については市長またはその委任あるいは

嘱託を受けた者が、議員提案の議案については提出者で

ある議員が質疑に応答します。

委員会付託とは

議会の議決を要する事件について、詳しく検討するため

に各所管の常任委員会（杵築市議会では総務・厚生文教・

産業建設の３つの常任委員会）に審査を委託することで

す。

委員長報告とは

委員会に付託された事件のうち、審査または調査を終え

た事件が、本会議の議題になったとき、委員長から審査

や調査の経過と結果について口頭で報告することです。

議 会 活 動 報 告［10月～12月］

※前定例会以降の主な議会活動は次のとおりです。

日　付 内　　　　容

［ 10 月 ］
6日・19日 １００条調査特別委員会

14日 議会改革特別委員会
20日 大分県市議会議長会研修会
21日 議会報編集特別委員会

25日～28日 総務常任委員会行政視察

［ 11 月 ］
2日・10日・24日 １００条調査特別委員会

4日 大分県市議会議長会副議長研修会
14日 議会改革特別委員会

15日～17日 産業建設常任委員会行政視察
25日 議会運営委員会

［ 12 月 ］
2日～16日 平成２３年第 4回定例会

8日・13日・14日 １００条調査特別委員会

すべての本会議をケーブルテレビにて生中継開始

定例会日程予定［3月議会］

３月２日 平成 24 年第 1回定例会開会

３月５日 一般質問

３月６日 一般質問

３月８日 予算特別委員会

３月９日 予算特別委員会

３月12日 産業建設常任委員会

３月13日 厚生文教常任委員会

３月14日 総務常任委員会

３月16日 平成 24 年第 1回定例会閉会

※正式な日程は議会運営委員会で決定します。

会議録署名議員の指名

会 期 の 決 定

提 案 理 由 説 明

・

・

・

・

・

・

一 般 質 問

議 案 質 疑

委 員 会 付 託

・

・

各 委 員 長 審 査 報 告

議 案 に 対 す る 採 決

本 会 議 初 日 本 会 議２・３日 目 本 会 議 最 終 日

本会議の流れ（平成 23 年第４回定例会の場合、本会議は４日間）

［用語解説］
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